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社会保険あきた／25年4･5月

詳細につきましては管轄の年金事務所（厚生年金適用担当）までお問い合わせください。
秋田年金事務所 018（865）2392　鷹巣年金事務所 0186（62）1491　大曲年金事務所 0187（63）2296　本荘年金事務所 0184（24）1112

「ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル」０５７０－０５８－５５５（ナビダイヤル）まで
０５０または０７０から始まる電話でおかけになる場合は０３－６７００－１１４４（一般電話）まで

６０歳以降の退職後継続再雇用について

　退職後継続再雇用（注１）された場合、再雇用された月から、再雇用後の給与に応じた標準報酬
月額に改定できる仕組みの対象者が、６０歳以降に退職後継続再雇用される方全てに拡大され
ました。 （注２） （平成２５年４月１日施行）（注３） 

○ 60歳以降に退職後継続再雇用され、再雇用の最初の月から給与変動に対応した標準報酬月額の扱いを受
けるためには、被保険者資格喪失届と被保険者資格取得届を同時にご提出いただく必要があります。なお、
厚生年金基金及び健康保険組合に加入している事業所である場合には、当該基金、健康保険組合にも同様の
届出が必要です。

○ 被保険者資格取得届には、新たな雇用契約を結んだことを明らかにできる書類（退職したことがわかる
書類、再雇用時の雇用契約書または事業主の証明等）を添付していただく必要があります。

○ 健康保険の傷病手当金を受けている方は、新たに被保険者資格取得届を提出されると、再雇用後の標準
報酬月額をもとに給付額の計算を行いますので、ご注意ください。

年金受給者の方に「年金記録確認のお願い」を送付しています
　「年金記録確認のお願い」のハガキは、年金を受給されている方を対象に、再度、「ねんきんネット」等でご自身の
年金記録の確認をお願いするもので、平成２５年２月から１０月にかけて、年齢の高い方から順次お送りしておりま
す。ハガキには、「ねんきんネット」の登録に便利なアクセスキーの番号を記載していますので、この機会にぜひご
利用ください。

○ 旧法の老齢年金（昭和６１年３月３１日以前に受給権が発生した老齢年金）を受給されている方は、「ねんきん
　ネット」が利用できないため、送付しておりません。
○ 過去に年金に加入していた方で現在年金を受給されていない60歳以上の方については、平成25年8月を目
　途に「年金記録確認のお願い・住民票コード登録のお願い」のお知らせの中でご案内する予定です。
○ 現在年金制度に加入している被保険者の方には、平成25年4月から「ねんきん定期便」の中でご案内いたしま
　す。

社会保険あきた／25年4･5月

事業計画案・予算案を承認
　財団法人秋田県社会保険協会理事会・評
議員会が去る３月22日に秋田市内で開催さ
れ、平成25年度事業計画案と収支予算案が
承認されました。主な事業計画は次のとお
りです。

(1）広報活動を実施する。
　　①広報誌「社会保険あきた」を隔月発行する。
　　②社会保険関係の参考図書を配布し、制度の周
　　　知を図る。
　　③年金委員及び健康保険委員設置事業所に対し、
　　　「月刊社会保険」を配付する。
(2）社会保険新任担当者事務説明会及び、年金制
　　度、健康保険制度別事務説明会等を開催する。
(3）年金相談等について協力連携に努める。
(4）生活習慣病予防健診･特定健診の受診勧奨につ
　　いての広報を実施する。

　財団法人秋田県社会保険協会では、24年度事業として２月に秋田・鷹巣・大曲・本荘の４会場において
健康保険制度事務説明会を開催しました。
　全国健康保険協会秋田支部の講師により、健康保険制度の概要・事務手続き等について説明しました。
　全会場で実施したアンケートの結果を踏まえ、今後もこのような説明会を更に充実したものにするため、
工夫を凝らし、少しでもお役に立てるような説明会を企画していきたいと考えています。

(1）健康管理意識の向上に資するため、事業所等に
　　おいて講習会を実施し従業員の健康づくりをサ
　　ポートする。
(2）体育活動として各種球技大会等を実施する。
(3）健康づくり事業等社会保険協会事業に積極的に協
　　力いただいている優良事業所の表彰を実施する。
(4）健康管理セミナー・ライフセミナーを開催する。

　秋田県社会保険委員会連合会及び各地区社会保険
委員会の活動を支援する。

社会保険関係団体等への活動支援

（財）秋田県社会保険協会理事会・
評議員会を開催

県内４会場で実施健康保険制度事務説明会を開催
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社会保険あきた／25年4･5月

　県内各所に年金相談窓口があります。①年金手帳（基礎年金番号の分かるもの）②ご本人確認ができるもの
（運転免許証など）③ご本人様以外の方はご本人からの委任状をご持参のうえ、ご来所ください。

秋田年金事務所【秋田市保戸野鉄砲町5-20】

男鹿市商工会【男鹿市船川港船川新浜町50】

本荘年金事務所【由利本荘市表尾崎町21-2】

街角の年金相談センター秋田
【秋田市東通仲町4-1秋田拠点センターアルヴェ２階】

月～金曜日　８：３０～１７：１５
第２土曜日　９：３０～１６：００

毎週木曜日　１０：００～１５：００

月～金曜日　８：３０～１７：１５

月～金曜日　８：３０～１７：１５
第 ２土曜日　９：３０～１６：００

（年金相談予約制あり※ただし木曜日を除く）

（年金相談予約制あり※ただし第２土曜日を除く）

※同じ住所地に建物が二つあります。秋田年金事務所は新国道
側の建物となりますので、ご来所の際はご注意ください。

※月曜日（休日明けの初日）は１９：００まで受付時間を延長

詳しくは、秋田年金事務所お客様相談室018-865-2379
までご連絡ください。

詳しくは、街角の年金相談センター秋田018-893-6491
までご連絡ください。

詳しくは、鷹巣年金事務所お客様相談室0186-62-
1308までご連絡ください。

詳しくは、大曲年金事務所お客様相談室0187-63-
2299までご連絡ください。

詳しくは、本荘年金事務所お客様相談室0184-24-1115
までご連絡ください。

※月曜日（休日明けの初日）は１９：００まで受付時間を延長

鷹巣年金事務所【北秋田市花園町18-1】

月～金曜日　８：３０～１７：１５
第 ２土曜日　９：３０～１６：００

（年金相談予約制あり）

※月曜日（休日明けの初日）は１９：００まで受付時間を延長

能代市役所 年金相談所【能代市上町1-3】
月～木曜日　　９：３０～１２：００

１３：００～１５：３０
(受付は１５時まで)

大館市役所 年金相談所【大館市中城20】
月～木曜日　　９：３０～１２：００

１３：００～１５：３０
(受付は１５時まで)

鹿角市役所 年金相談所【鹿角市花輪荒田4-1】
毎週水曜日　　９：３０～１２：００

１３：００～１５：３０
(受付は１５時まで)

横手市役所１階相談室【横手市中央町8-2】
月～木曜日　９：３０～１２：００

１３：００～１５：３０
(受付は１５時まで)

大曲年金事務所【大仙市大曲通町6-26】

湯沢商工会議所会館【湯沢市佐竹町4-2】

月～金曜日　８：３０～１７：１５
第２土曜日　９：３０～１６：００

毎週水曜日　１０：００～１４：３０

（年金相談予約制あり）

（完全予約制）

※月曜日（休日明けの初日）は１９：００まで受付時間を延長

電話での年金相談はねんきんダイヤルへ

０５７０－０５－１１６５（ナビダイヤル）
～年金手帳または年金証書をご準備のうえ、お電話ください～

０５０または０７０から始まる電話でおかけになる場合は０３－６７００－１１６５（一般電話）

※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に午後７：００まで相談をお受けします。
※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。

受付時間： 月　曜　日 午前８：３０～午後７：００
 火～金曜日 午前８：３０～午後５：１５
 第２土曜日 午前９：３０～午後４：００

年金相談窓口のご案内

・各相談窓口とも１２月２９日～１月３日はご利用できません。

・該当日が祝日の場合、各相談窓口によって対応が異なりますので､
　お近くの年金事務所、または街角の年金相談センター秋田へお問
　い合わせください。

・年金相談予約制をご利用される場合は、前日までに各年金事務
　所まで相談予定日をご連絡ください。
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特別支給の老齢厚生年金の受給開始年齢について

Ｑ 　私は昭和２８年７月生まれの男性で、今年の７月で６０歳になりま
す。先日、「年金に関するお知らせ」と書かれたハガキが届き、私の
受給開始年齢は「６１歳」と記載されていました。私は６１歳まで年
金をもらえないのでしょうか。

社会保険あきた／25年4･5月

　　　〈受給開始年齢の引き上げ〉
　　　　特別支給の老齢厚生年金（報酬比例部分）の受給
開始年齢は、昭和２８年４月２日以降生まれの男性（女性は
昭和３３年４月２日生まれ）から、６１歳から６５歳へと順次
引き上げられることとなりました。
　対象となる方へは、原則、６０歳に到達される３か月前
に、「年金に関するお知らせ」をお送りして
①現時点での加入記録　②年金見込額
をお知らせしています。
　お客様につきましても、特別支給の老齢厚生年金を受給
できるのは６１歳からとなりますので、このお知らせを送付
させていただきました。
〈繰上げ請求について〉
　老齢厚生年金は原則として次の表のとおり、生年月日や
性別により定められた受給開始年齢から受け取れますが、

受給開始年齢になる前でも、６０歳以降であれば、請求する
ことにより繰上げて年金を受け取ることができます。
ただし、繰上げ請求には注意点があります。
〇年金額が生涯にわたって減額されます
　→繰上げ請求した月に応じて、年金額がひと月
　　ごとに０．５％減額になります
〇老齢基礎年金と老齢厚生年金及び退職共済年金
　は同時に繰上げ請求することになります
　→一方のみ繰上げることはできません
　他にもいくつかの注意点がありますが、繰上げ請求の際
は、こうした注意点を十分に理解した上で、繰上げ請求する
かどうかを決める必要があります。
　希望される方は、年金見込額や手続き方法等を含め、お
近くの年金事務所や街角の年金相談センターにご相談くだ
さい。

生 年 月 日 報酬比例部分の
受給開始年齢女　　　　性男　　　　性

昭和２８年４月１日以前 昭和３３年４月１日以前 ６０歳
昭和２８年４月２日～昭和３０年４月１日 昭和３３年４月２日～昭和３５年４月１日 ６１歳
昭和３０年４月２日～昭和３２年４月１日 昭和３５年４月２日～昭和３７年４月１日 ６２歳
昭和３２年４月２日～昭和３４年４月１日 昭和３７年４月２日～昭和３９年４月１日 ６３歳
昭和３４年４月２日～昭和３６年４月１日 昭和３９年４月２日～昭和４１年４月１日 ６４歳
昭和３６年４月２日以後 昭和４１年４月２日以後 ６５歳（老齢厚生年金）

Ａ
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第 146回　春の健康管理（季節の変化に追いついていますか？）

★ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル

★ねんきんダイヤル（年金全般に関する相談）

年金についての相談やお問い合わせ先

平成25年５月 平成25年６月
日 月 火 水 木 金 土

保険料の納期内納入にご協力ください保険料の納期内納入にご協力ください 月末には社会保険料振替口座の残高確認を
お願いします。

日 月 火 水 木 金 土

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

3

10

17

24

31

4

11

18

25

6

13

20

27

7

14

21

28

5

12

19

26

2

9

16

3

10

17

24

4

11

18

25

1

8

15

22

29

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

休日・夜間の年金相談窓口をご利用ください

１．風の強い日は外出を避けましょう
２．帰宅後は洗顔やうがいをし、鼻をかみましょう
３．外出時には、マスク・帽子・眼鏡カバーやゴーグルを
　　着用しましょう
４．目の細かい生地のコートなど、花粉が付着しにくい衣
　　類を身につけましょう
５．窓や戸をしっかり閉めましょう
６．外で干した布団や洗濯物には花粉がつくので、取り込
　　む前によく払いましょう
７．室内をこまめに清掃しましょう
８．1日3食、バランス良い食生活を心
　　がけましょう
９．睡眠をしっかり取り、規則正しい
　　生活を送りましょう

寒い冬から暖かい春へと季節が変わっていく中で、体そのも
のが外部環境の変化に対応しようとするため、春の肌状態は
とてもデリケートで、外界からの刺激に対して非常に敏感にな
っています。
◆紫外線対策：ちょっとした外出や洗濯物を干す時なども油断
せず、日頃から日焼けどめクリーム・帽子・日傘でガードしましょう
◆肌のお手入れ
①クレンジング：ファンデーションと汚れを残さないように丁
　寧に落としましょう
②洗顔：刺激の強くない洗顔剤でたっぷり泡だてて優しく洗い
　流しましょう
③すすぎ：流水で十分すすぎましょう
④補水：たっぷりと水分を補いましょう
◆睡眠を十分に：肌を整えるホルモンは夜
　に働きます。日付の変わる前には就寝す
　るようにしましょう

新しい環境の変化についていけず､知らず知らずのうちに自
分の殻の中に閉じこもりがちになる｢心のスランプ｣です｡
《よく見られる症状》抑うつ気分・思考抑制・不安感・あ
せり等で不眠・強い疲労感・やる気が出なくなる
《対処法》
◆自分に合ったストレス解消法を見つけましょう
◆効果的な栄養素をとりましょう
　カルシウム（精神の興奮を抑えたり、神経伝達を正常に
　保つ働き）：乳製品や小魚類
　ビタミンC（「抗ストレスビタミン」）：果物や野菜
　ビタミンB群（気持ちを安定させたり、脳を働かせたり
　する）：肉・レバー・魚・貝類・豆類

「気象病」気象が短時間のうちに変動するのにともなって
起こる病気のことです。
― 気管支喘息（喘息発作）やリウマチなど ―
「季節病」一定の季節になると多発する病気や症状が悪化
する病気のことです。
― インフルエンザや花粉症など ―

《体調管理方法》
◆室温をうまく調整しましょう
◆温度差によって衣服の調節をしましょう
◆空気の乾燥を防ぎましょう
◆こまめな換気に気をつけましょう

花粉症を防ぐ生活習慣9カ条！


